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序　

章

主
題
と
構
成

１　

主
題
と
資
料

■
日
本
民
俗
学
確
立
の
時
代
と
学
史
研
究

柳
田
国
男
が
民
俗
学
の
理
論
樹
立
に
向
け
て
本
格
的
に
動
き
出
し
た
の
は
一
九
二
〇
年
代
で
あ
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
の
半
ば
、
日

本
の
民
俗
学
に
お
い
て
『
民
間
伝
承
論
』
や
『
郷
土
生
活
の
研
究
法
』
の
よ
う
な
系
統
的
な
理
論
、「
木
曜
会
」
の
よ
う
な
中
心
的
な

組
織
、「
山
村
調
査
」
の
よ
う
な
組
織
的
な
調
査
活
動
、「
民
間
伝
承
の
会
」
の
よ
う
な
全
国
的
な
学
会
組
織
、『
民
間
伝
承
』
の
よ
う

な
中
央
の
機
関
誌
な
ど
が
次
々
と
登
場
し
、
一
九
四
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
初
期
的
な
発
展
を
な
し
と
げ
た
。

一
方
、
日
本
の
軍
部
が
主
導
す
る
大
陸
へ
の
野
心
が
膨
張
し
、
一
九
三
一
年
に
満
洲
事
変
、
一
九
三
七
年
に
盧
溝
橋
事
変
が
勃
発

し
、
日
本
は
中
国
の
東
北
、
華
北
、
さ
ら
に
中
国
全
土
へ
と
戦
局
を
拡
大
し
、
そ
し
て
太
平
洋
戦
争
を
経
て
一
九
四
五
年
に
敗
戦
を
迎

え
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
一
九
三
〇
、
四
〇
年
代
の
日
本
民
俗
学
の
発
展
や
方
向
性
を
考
え
る
際
に
、
こ
の
時
代
と
の
関
わ
り
方



�

が
重
要
な
問
題
で
あ
る
が
、
学
史
研
究
で
は
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

日
本
の
民
俗
学
史
に
つ
い
て
の
最
初
の
記
述
は
柳
田
国
男
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
三
一
年
八
月
、
彼
は
神
宮
皇
学
館
で
民
俗

学
の
歴
史
や
方
法
に
関
す
る
四
回
の
講
義
を
行
い
、
そ
の
内
容
は
翌
年
『
郷
土
史
研
究
の
方
法
』
と
い
う
小
冊
子
と
し
て
刊
行
さ
れ
、

の
ち
に
有
名
な
『
郷
土
生
活
の
研
究
法
』（
一
九
三
五
年
）
の
前
半
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
一
節
「
わ
が
国
郷
土
研
究
の
沿
革
」（

1
）で
は
、

柳
田
は
日
本
に
お
け
る
民
俗
学
の
ル
ー
ツ
を
本
居
宣
長
の
国
学
に
求
め
、
江
戸
時
代
の
随
筆
類
や
風
俗
問
状
の
試
み
な
ど
を
取
り
上

げ
、
さ
ら
に
明
治
時
代
の
郡
県
誌
編
纂
や
『
郷
土
研
究
』（
一
九
一
三

〜

一
九
一
七
年
）
の
成
果
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
。

続
い
て
一
九
三
八

〜

一
九
三
九
年
、
大
藤
時
彦
は
「
日
本
民
俗
研
究
小
史
」
を
計
六
回
（『
ひ
だ
び
と
』
六

−

七
〜
一
〇
、
七

−

一
、

七

−

四
号
）
連
載
し
た（

2
）。
江
戸
文
人
─
郡
県
誌
編
纂
─
『
郷
土
研
究
』
と
い
う
柳
田
の
学
史
記
述
は
、
新
し
い
学
問
を
樹
立
す
る
た

め
の
「
伝
統
の
創
造
」
と
い
う
色
彩
が
濃
い
が
、
そ
れ
に
対
し
て
民
俗
学
が
既
に
全
国
規
模
の
組
織
や
活
動
に
よ
っ
て
社
会
的
な
地
位

を
固
め
つ
つ
あ
っ
た
段
階
の
大
藤
の
学
史
整
理
は
、
民
俗
学
の
発
端
を
広
義
の
人
類
学
の
中
に
お
き
、
東
京
人
類
学
会
及
び
明
治
大
正

時
代
の
種
々
の
動
き
を
紹
介
し
、
柳
田
の
記
述
の
空
白
を
埋
め
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
一
九
二
五
年
以
降
に
つ
い
て
は
、
民
俗
学
関

係
の
雑
誌
や
研
究
会
、
刊
行
物
を
列
記
し
た
だ
け
で
あ
り
、
記
述
の
下
限
も
日
本
に
お
い
て
民
俗
学
が
全
国
的
規
模
で
組
織
的
に
確
立

す
る
こ
と
を
示
す
民
間
伝
承
の
会
と
『
民
間
伝
承
』
が
登
場
す
る
一
九
三
五
年
ま
で
と
し
て
い
る
。

一
九
四
一
年
、
柳
田
国
男
は
「
過
去
の
日
本
文
化
に
対
す
る
関
心
と
畏
敬
と
親
し
み
を
与
へ
た
功
績
は
一
種
の
国
民
教
育
と
し
て
貴

重
な
も
の
」
で
あ
る
と
し
て
、「
二
千
六
百
年
を
記
念
す
る
朝
日
文
化
賞
」（

3
）を
受
賞
し
、
彼
が
リ
ー
ド
し
て
い
る
民
俗
学
に
対
す
る

評
価
も
高
ま
っ
た
。
一
九
四
二
年
、
国
民
学
術
協
会（

4
）『
学
術
の
日
本
』
で
「
日
本
民
俗
学
」
と
銘
打
っ
た
初
の
学
史（

5
）が
発
表
さ
れ

た
。
名
義
は
柳
田
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
の
執
筆
者
が
大
藤
で
あ
る
旨
の
付
記
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
日
本
民
俗
学
」
で
前

記
の
二
つ
の
学
史
記
述
が
合
体
さ
れ
た
。
江
戸
時
代
の
国
学
か
ら
書
き
始
め
、
東
京
人
類
学
会
の
活
動
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
前
史
に
ふ

れ
、
雑
誌
や
学
会
組
織
を
中
心
に
記
述
す
る
こ
と
は
、
日
本
民
俗
学
史
の
「
正
史
」
ス
タ
イ
ル
と
し
て
確
立
さ
れ
た
。
一
九
三
五
年
以

降
に
つ
い
て
は
日
本
民
俗
学
講
座
以
外
、
柳
田
の
民
俗
分
類
に
従
っ
て
住
制
、
生
産
、
農
村
生
活
史
、
人
の
一
生
、
年
中
行
事
、
祭
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礼
・
神
事
、
民
間
芸
能
、
方
言
、
民
謡
、
昔
話
、
伝
説
、
心
意
現
象
な
ど
の
主
題
別
に
論
文
や
出
版
物
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
学
問
を

と
り
ま
く
時
代
状
況
、
学
者
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

当
時
は
ま
だ
距
離
が
近
す
ぎ
て
整
理
、
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
戦
後
に
な
っ
て
も
状

況
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

初
め
て
戦
後
ま
で
の
学
史
整
理
を
試
み
た
の
は
関
敬
吾
の
「
日
本
民
俗
学
の
歴
史
」（
一
九
五
八
年
）（

6
）で
あ
る
が
、
一
九
三
五
年
以

降
の
民
俗
学
に
関
し
て
は
山
村
・
海
村
調
査
、
民
俗
語
彙
集
の
編
纂
、
民
俗
学
普
及
と
し
て
の
出
版
活
動
以
外
、「
戦
争
が
激
し
く
な

る
に
つ
れ
て
学
界
活
動
は
ほ
と
ん
ど
停
止
状
態
に
な
っ
た
」（

7
）と
い
う
表
現
で
括
り
、
戦
後
の
「
日
本
民
俗
学
講
座
」、
民
俗
学
研
究

所
へ
筆
を
移
し
て
い
る
。
一
方
、
大
藤
時
彦
は
一
九
九
〇
年
に
『
日
本
民
俗
学
史
話
』（
三
一
書
房
）
を
出
版
し
、
か
つ
て
執
筆
し
た

学
史
に
関
す
る
文
章
を
収
録
し
た
上
で
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
の
動
き
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
詳
細
に
補
足
し
て
い
る
。
し
か
し
、

叙
述
の
下
限
は
依
然
と
し
て
一
九
三
五
年
に
置
か
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
通
史
以
外
に
も
、
民
俗
学
史
に
ふ
れ
た
研
究
は
数
多
く
あ
る
。
し
か
し
民
俗
学
を
専
門
と
す
る
者
の
学
問
の
過
去
へ

の
関
心
は
多
く
の
場
合
、
研
究
グ
ル
ー
プ
や
雑
誌
の
変
遷
、
理
論
や
方
法
に
関
す
る
直
接
の
論
述
、
具
体
的
な
テ
ー
マ
に
関
す
る
学
説

な
ど
に
あ
り
、
そ
の
場
合
の
「
学
史
」
も
限
り
な
く
「
民
俗
研
究
の
内
的
発
展
史
」
で
あ
っ
た
。

一
九
七
〇
年
代
、「
柳
田
国
男
生
誕
百
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
「
柳
田
ブ
ー
ム
」（

8
）が
起
こ
っ
た
。
思
想

史
出
身
の
後
藤
総
一
郎
の
指
導
の
も
と
に
柳
田
国
男
研
究
会
が
組
織
さ
れ
、
柳
田
の
「
正
史
」
に
向
け
て
の
伝
記
と
し
て
一
九
八
八
年

に
『
柳
田
国
男
伝
』
を
世
に
出
し
た
。
柳
田
を
中
心
に
、
彼
が
関
わ
っ
た
人
物
や
事
項
に
関
す
る
資
料
を
網
羅
的
に
収
集
し
、
時
系
列

に
配
置
す
る
こ
の
著
作
は
、
柳
田
国
男
個
人
を
対
象
と
す
る
点
で
厳
密
な
意
味
で
の
学
史
で
は
な
い
。
し
か
し
「
日
本
民
俗
学
は
、

（
中
略
）
そ
の
も
の
の
成
立
と
展
開
は
す
べ
て
柳
田
個
人
の
年
譜
に
対
応
し
て
い
る
」（

9
）と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
、
日
本
民
俗
学
に
お
け
る

柳
田
の
重
要
性
を
考
え
れ
ば
、
事
実
上
、
民
俗
学
者
に
よ
る
も
の
と
異
な
っ
た
学
史
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
認
め
ら
れ
よ
う
。
学
者
の
活

動
、
社
会
状
況
と
の
関
連
な
ど
に
注
目
し
た
点
で
「
研
究
の
内
的
発
展
史
」
で
は
対
象
に
さ
れ
に
く
い
学
問
と
外
部
と
の
関
係
と
い
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う
、
学
史
の
も
う
一
つ
の
側
面
が
呈
示
さ
れ
て
い
る
。『
柳
田
国
男
伝
』
で
は
一
九
三
〇
年
代
半
ば
の
「
日
本
民
俗
学
の
確
立
」（
第
十

章
）
と
戦
後
の
「
新
し
い
国
学
を
求
め
て
」（
第
十
二
章
）
の
間
に
、
も
っ
ぱ
ら
太
平
洋
戦
争
に
限
定
さ
れ
い
る
が
、「
戦
時
下
の
学
問

と
生
活
」
と
い
う
章
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
そ
の
特
徴
を
よ
く
現
し
て
い
る
。

勿
論
、
柳
田
国
男
と
時
代
と
の
関
わ
り
へ
の
注
目
は
『
柳
田
国
男
伝
』
を
待
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
戦
争
と
の
関
連
で
最
初
に
指
摘

し
た
の
が
益
田
勝
実
や
橋
川
文
三
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
、「
戦
争
の
ま
っ
た
だ
中
で
は
〈
実
際
生
活
〉
以
外
で
は
な
い
戦
争
の
歴
史
性
、

戦
争
の
本
質
な
ど
に
つ
い
て
『
研
究
法
』
の
い
う
〈
平
民
の
反
省
〉
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」（

10
）、「
柳
田
が
自
認
し
た
と
こ

ろ
で
も
、
柳
田
は
少
な
く
と
も
戦
争
と
い
う
国
民
総
体
の
運
命
に
か
か
わ
る
大
き
な
疑
問
に
対
し
て
、
ほ
と
ん
ど
な
ん
ら
答
え
る
と
こ

ろ
が
な
か
っ
た
」（

11
）と
い
う
よ
う
に
、
批
判
的
な
理
解
が
示
さ
れ
て
い
た
が
、
や
が
て
柳
田
の
戦
争
へ
の
回
避
的
態
度
、
あ
る
い
は
政

府
の
一
部
の
政
策
や
当
時
の
民
族
学
に
対
す
る
批
判
を
取
り
上
げ
、
柳
田
を
評
価
す
る
論
調
が
主
流
と
な
っ
た（

12
）。
後
藤
総
一
郎
も

そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
彼
は
か
つ
て
「
柳
田
国
男
と
戦
争
」（『
歴
史
公
論
』
一
九
七
六
年
五
月
号
）
と
い
う
一
文
を
発
表
し
、
天
皇
制
フ

ァ
シ
ズ
ム
に
屈
服
・
便
乗
し
、
翼
賛
文
化
運
動
を
担
ぐ
当
時
の
多
く
の
知
識
人
と
一
線
を
画
し
、
己
の
学
問
に
閉
じ
こ
も
る
禁
欲
的
態

度
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
数
少
な
い
知
識
人
の
一
人
と
し
て
柳
田
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
後
藤
は
柳
田
国
男
研
究
会
の
指
導

者
で
『
柳
田
国
男
伝
』
の
監
修
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、『
柳
田
国
男
伝
』
は
基
本
的
に
柳
田
と
彼
が
指
導
す
る
民
俗
学
を
戦

時
下
の
抵
抗
と
し
て
評
価
し
て
い
る
こ
と
は
理
解
し
や
す
い
。
民
俗
学
の
戦
争
協
力
と
し
て
、
一
九
四
一
年
大
政
翼
賛
会
の
委
託
に
よ

る
「
食
習
調
査
」
だ
け
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
出
版
統
制
と
い
う
現
実
的
な
制
約
の
も
と
で
の
や
む
を
得
な
い
こ
と
だ
と
説
明
さ
れ
て

い
る（

13
）。

■
責
任
重
視
論
の
問
題

国
民
国
家
論
、
植
民
地
主
義
論
の
影
響
を
受
け
て
、
一
九
九
〇
年
代
、
村
井
紀
『
南
島
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
発
生
』（
一
九
九
二
年
）、

子
安
宣
邦
「
一
国
民
俗
学
の
成
立
」（
一
九
九
三
年
）（

14
）、
川
村
湊
『「
大
東
亜
民
俗
学
」
の
虚
実
』（
一
九
九
六
年
）
な
ど
柳
田
国
男
や
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日
本
民
俗
学
の
植
民
地
主
義
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
指
弾
す
る
一
連
の
研
究
が
現
れ
、
従
来
柳
田
の
思
想
的
意
義
を
高
く
評
価
し
て
き

た
柳
田
論
に
一
石
を
投
じ
た
。
と
く
に
「
一
国
民
俗
学
」
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
た
め
、
そ
れ
ま
で
戦
争
と
の
関
連
を
含
め
て
柳

田
の
思
想
や
日
本
民
俗
学
の
歴
史
を
論
じ
る
際
、
視
線
が
主
と
し
て
日
本
国
内
に
限
定
さ
れ
て
き
た
だ
け
に
、
植
民
地
主
義
と
い
う
批

判
の
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
視
点
が
否
定
的
な
側
面
に
の
み
向
け
ら
れ
、
柳
田
の
文
章
を
断
片
的
に
取
り
上
げ
て
い

る
論
法
に
は
想
像
と
推
論
と
飛
躍
が
あ
る
と
し
て
、
さ
っ
そ
く
激
し
い
反
論
が
現
れ
て
き
た（

15
）。

戦
争
と
植
民
地
と
の
関
連
に
お
い
て
、
柳
田
国
男
や
民
俗
学
が
果
た
し
た
歴
史
的
役
割
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
、
意
見
は
分
か
れ
て
い

る
。「

擁
護
派
」
は
、
指
導
者
で
あ
る
柳
田
国
男
は
直
接
政
治
的
局
面
に
関
わ
る
よ
う
な
こ
と
を
避
け
て
い
た
こ
と
や
「
一
国
民
俗
学
」

と
い
う
発
想
に
は
拡
張
的
な
侵
略
政
策
に
抵
抗
す
る
思
想
的
素
地
を
持
つ
こ
と
と
し
て
、
時
局
に
関
わ
っ
た
事
実
が
あ
っ
て
も
過
酷
な

状
況
下
で
の
や
む
を
得
な
い
こ
と
だ
と
理
解
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
告
発
派
」
は
、
柳
田
国
男
は
も
と
も
と
学
問
の
実
用
に
積
極
的

で
あ
り
、
彼
の
文
章
や
『
民
間
伝
承
』
誌
上
に
は
一
九
三
九
年
以
降
、
時
局
迎
合
的
な
発
言
が
多
く
見
ら
れ
、『
民
俗
台
湾
』
の
座
談

で
そ
の
植
民
地
主
義
的
発
想
が
よ
く
現
れ
て
い
る
と
指
弾
す
る
。
勿
論
こ
の
両
者
の
間
に
、
発
言
が
あ
っ
て
も
実
践
の
意
欲
が
な
い
と

強
調
す
る
「
穏
健
擁
護
派
」、
そ
し
て
意
図
的
な
迎
合
で
は
な
い
が
実
質
は
親
和
的
だ
と
主
張
す
る
「
穏
健
告
発
派
」
も
存
在
し
、
議

論
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
た
と
え
ば
新
谷
尚
紀
「
戦
争
と
柳
田
民
俗
学
」（
二
〇
〇
二
年
）
の
よ
う
に
、「
複
数
性
」（

16
）と

い
う
考
え
方
に
ふ
れ
、「
同
時
代
的
状
況
を
推
定
す
る
限
り
、
そ
れ
以
上
で
も
な
く
そ
れ
以
下
で
も
な
か
っ
た
」（

17
）と
説
く
「
折
衷
派
」

も
現
れ
て
き
た
。

戦
時
下
の
民
俗
学
に
つ
い
て
の
再
考
は
、
そ
の
植
民
地
主
義
を
強
く
批
判
す
る
著
述
に
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
全
体
と
し
て
戦
争
責
任
の
問
題
が
重
視
さ
れ
る
傾
向
を
持
つ
の
も
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
責
任
論
重
視
の
姿
勢
は
こ
れ
か
ら

の
学
史
研
究
の
発
展
を
束
縛
す
る
問
題
点
を
い
く
つ
も
孕
ん
で
い
る
。

ま
ず
論
法
と
し
て
、
最
初
か
ら
評
価
に
つ
な
が
る
か
批
判
に
つ
な
が
る
か
と
い
う
視
線
で
事
実
を
捉
え
、
都
合
の
い
い
と
こ
ろ
だ
け
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を
取
り
上
げ
て
強
調
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
次
に
資
料
面
で
は
、
今
ま
で
判
明
し
た
事
実
の
中
で
す
で
に
充
分
自
説
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
材
料
が
あ
る
と
し
て
、
決
定
的
な
（
と
思
わ
れ
る
）「
証
拠
」
で
も
な
け
れ
ば
、
新
し
い
事
実
を
求
め
る
欲
求
が
衰
え
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
最
も
重
要
な
の
は
、
責
任
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
発
言
そ
の
も
の
が
目
的
と
な
り
、
生
産
性
の
乏
し
い
議

論
に
陥
る
危
険
性
で
あ
る
。

責
任
の
有
無
を
論
じ
る
の
は
議
論
の
あ
り
方
の
一
つ
で
、
そ
れ
自
体
は
学
史
研
究
の
副
産
物
で
あ
っ
て
目
的
と
す
べ
き
で
は
な
い
。

事
実
、
も
っ
ぱ
ら
責
任
に
つ
い
て
の
議
論
は
限
界
が
見
え
て
き
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
熱
か
っ
た
戦
時
下
の
民
俗
学
に
つ
い
て
の
議
論

が
そ
の
後
早
く
も
停
滞
気
味
で
あ
っ
た
の
は
、
決
し
て
既
に
研
究
し
尽
く
さ
れ
た
か
ら
で
は
な
い
。
戦
時
下
に
お
け
る
民
俗
学
組
織
や

民
俗
学
者
の
活
動
に
関
し
て
は
、
ま
だ
多
く
の
こ
と
が
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
を
明
ら
か
に
し
、
民
俗
学
の
体
制
、
理
論
と
実

践
な
ど
の
角
度
か
ら
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
作
業
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

も
う
一
つ
、
責
任
重
視
論
に
は
、
柳
田
国
男
個
人
へ
の
関
心
が
高
く
、
そ
れ
を
も
っ
て
日
本
民
俗
学
の
全
体
を
代
表
さ
せ
る
傾
向
が

強
い
。
或
い
は
柳
田
国
男
個
人
へ
の
関
心
が
高
い
た
め
、
責
任
論
に
な
り
や
す
い
一
面
が
あ
る
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
確
か
に

日
本
の
民
俗
学
に
と
っ
て
柳
田
国
男
の
存
在
は
あ
ま
り
に
も
大
き
い
。
し
か
し
そ
れ
の
み
で
は
日
本
の
民
俗
学
史
が
柳
田
の
個
人
史
か

ら
脱
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

指
導
者
で
あ
る
柳
田
と
民
俗
学
は
別
で
あ
る
。
大
き
く
重
な
り
な
が
ら
同
一
で
は
な
い
。
同
じ
よ
う
な
指
摘
は
つ
と
に
第
一
次
「
柳

田
ブ
ー
ム
」
の
只
中
に
あ
っ
た
一
九
七
四
年
に
、
福
田
ア
ジ
オ
に
よ
っ
て
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
っ
て
な
さ
れ
た（

18
）。
福
田
の
関

心
は
科
学
と
し
て
の
現
代
民
俗
学
方
法
論
の
構
築
に
あ
り
、「
柳
田
と
日
本
民
俗
学
は
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
」（

19
）と
声
高
に
主
張
す
る

の
も
、
民
俗
研
究
に
関
す
る
柳
田
の
方
法
的
説
明
の
絶
対
性
を
否
定
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
民
俗
学
に
お
け
る
柳
田
の
位
置

を
相
対
化
す
る
必
要
は
決
し
て
研
究
方
法
だ
け
で
は
な
い
。
民
俗
学
の
組
織
体
制
に
お
い
て
も
事
は
同
じ
で
あ
る
。
柳
田
と
民
俗
学
が

別
で
あ
る
と
理
解
し
、
両
方
の
動
き
、
そ
し
て
二
者
の
関
係
性
を
重
視
す
る
視
点
が
必
要
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
、
福
田
は
「
日
本
の
民
俗
学
と
マ
ル
ク
ス
主
義
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
二
七
』）
の
中
で
、
マ
ル
ク
ス
主
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義
か
ら
転
向
し
て
民
俗
学
に
入
っ
た
者
に
注
目
し
、
彼
ら
の
理
論
的
思
考
力
と
組
織
力
が
民
俗
学
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
と
指
摘

し
て
い
る
。
そ
の
視
点
は
近
年
、
主
と
し
て
鶴
見
太
郎
の
研
究
に
見
ら
れ
、
特
に
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
民
俗
学
の
組
織
化
に
大
き
く

関
わ
っ
て
い
た
橋
浦
泰
雄
を
中
心
と
し
た
一
連
の
資
料
発
掘
や
研
究（

20
）が
果
た
し
た
貢
献
は
大
き
い
。
こ
の
流
れ
は
民
俗
学
史
に
お

け
る
組
織
論
を
提
起
し
た
研
究
と
し
て
評
価
す
べ
き
で
あ
る
し
、
そ
の
研
究
対
象
は
さ
ら
に
マ
ル
ク
ス
主
義
者
以
外
に
も
広
げ
ら
れ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

■
日
本
民
俗
学
と
中
国

一
方
、
な
ぜ
中
国
が
問
題
に
な
る
の
か
。
こ
れ
ま
で
日
本
民
俗
学
の
学
史
研
究
に
お
い
て
中
国
が
登
場
し
な
か
っ
た
現
状
を
考
え
れ

ば
、
こ
の
疑
問
は
当
然
な
も
の
と
も
言
え
る
。

学
問
と
し
て
の
日
本
民
俗
学
と
中
国
と
の
関
わ
り
と
い
え
ば
、
ま
ず
学
問
で
あ
る
中
国
民
俗
学
と
の
関
係
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

日
中
戦
争
前
の
中
国
民
俗
学
の
発
展
に
つ
い
て
、
大
ま
か
に
北
京
大
学
時
代
（
一
九
一
八

〜

一
九
二
六
年
）、
広
州
中
山
大
学
時
代
（
一

九
二
七

〜

一
九
三
〇
年
）、
杭
州
時
代
（
一
九
二
九

〜

一
九
三
七
年
）
と
い
う
三
つ
の
時
期
に
分
け
ら
れ
る
が
、
北
京
大
学
時
代
で
は
周
作

人
（
一
八
八
五

〜

一
九
六
七
年
）（

21
）と
江
紹
原
（
一
八
九
八

〜

一
九
八
三
年
）（

22
）、
中
山
大
学
時
代
で
は
何
思
敬
（
一
八
九
六

〜

一
九
六
八

年
）（

23
）、
杭
州
時
代
で
は
鍾
敬
文
（
一
九
〇
三

〜

二
〇
〇
二
年
）、
婁
子
匡
（
一
九
〇
五

〜

二
〇
〇
五
年
）（

24
）な
ど
の
重
要
人
物
は
日
本
民

俗
学
と
直
接
あ
る
い
は
間
接
的
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
一
九
三
二

〜

三
三
年
末
ま
で
鍾
、
婁
が
主
宰
す
る
杭
州
中
国
民
俗

学
会
と
折
口
信
夫
が
主
宰
す
る
民
俗
学
会
と
の
間
に
一
時
組
織
的
な
交
流
も
試
み
ら
れ
て
い
た（

25
）。
一
九
三
七
年
一
月
、
婁
は
民
俗

専
門
の
月
刊
誌
『
孟
姜
女
』
を
創
刊
し
、
日
本
に
も
寄
贈
し
た
が（

26
）、
ま
も
な
く
戦
争
に
よ
っ
て
雑
誌
発
行
が
中
断
さ
れ
、
婁
は
そ

れ
ま
で
北
京
、
広
州
、
杭
州
な
ど
で
活
躍
し
て
い
た
多
く
の
民
俗
学
者
と
同
じ
く
内
陸
の
奥
地
に
移
っ
た
。
両
国
の
民
俗
学
が
再
び
組

織
的
な
交
流
を
持
つ
の
は
、
一
九
八
〇
年
末
、
中
国
民
間
文
芸
研
究
会
の
招
聘
に
よ
り
日
本
口
承
文
芸
学
会
が
訪
中
す
る
の
を
待
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た（

27
）。
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以
上
の
よ
う
に
両
国
民
俗
学
の
間
の
影
響
と
交
流
は
限
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
日
本
民
俗
学
が
理
論
的
か
つ
組
織
的
に
確
立

さ
れ
た
一
九
三
〇
年
代
半
ば
以
降
は
、『
孟
姜
女
』
の
寄
贈
以
外
ほ
ぼ
空
白
を
呈
し
て
い
る
。
川
村
湊
は
『「
大
東
亜
民
俗
学
」
の
虚

実
』
に
お
い
て
朝
鮮
、
台
湾
、
満
洲
、
南
洋
を
取
り
上
げ
て
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
各
地
域
に
お
け
る
民
俗
学
の
成
立
と
発
展
に
対
す
る

日
本
人
の
影
響
を
論
じ
て
い
る
が
、
中
国
に
関
し
て
章
を
立
て
ず
、「
お
わ
り
に
」
で
直
江
広
治
の
論
文
を
要
約
す
る
形
で
中
国
民
俗

学
の
成
立
を
概
観
す
る
に
留
ま
っ
た
。
そ
の
後
も
、
朝
鮮
や
台
湾
な
ど
に
つ
い
て
、
邱
淑
珍
「
柳
田
国
男
と
台
湾
民
俗
学
」（
二
〇
〇

一
年
）（

28
）、
呉
密
察
「『
民
俗
台
湾
』
発
刊
の
時
代
背
景
と
そ
の
性
質
」（
二
〇
〇
二
年
）（

29
）、
崔
吉
城
「
日
帝
殖
民
時
代
と
朝
鮮
民
俗
学
」

（
二
〇
〇
〇
年
）（

30
）年
な
ど
幾
つ
か
の
研
究
が
発
表
さ
れ
た
が
、
し
か
し
「
柳
田
国
男
と
中
国
民
俗
学
」
や
「
日
本
占
拠
時
代
と
中
国
民

俗
学
」
な
ど
の
よ
う
な
研
究
は
ま
だ
現
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
す
べ
て
研
究
者
に
責
任
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
関
連
す
る
事
実
が
少
な

い
の
も
大
き
な
要
因
だ
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
中
国
民
俗
学
で
は
な
く
、
中
国
と
の
関
わ
り
で
考
え
れ
ば
、
様
相
は
異
な
る
。

一
九
三
〇
、
四
〇
年
代
の
戦
争
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
広
い
地
域
に
わ
た
っ
て
い
た
が
、
日
本
に
と
っ
て
中
国
は
一
貫
し
て
最
も

重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
。
戦
争
と
植
民
地
支
配
を
維
持
す
る
た
め
に
、
軍
事
を
は
じ
め
政
治
、
経
済
、
文
化
な
ど
多
面
に
わ
た
る
体
制

づ
く
り
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
体
制
を
支
え
る
人
的
資
源
が
必
要
で
あ
り
、
中
国
と
の
関
連
で
多
く
の
人
々
が
動
員
さ
れ
て
い
た
。

従
来
の
学
史
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
日
中
戦
争
に
入
り
、
中
国
民
俗
学
と
の
交
流
が
途
絶
え
た
と

同
時
に
、
日
本
の
数
多
く
の
民
俗
学
者
が
中
国
と
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
身
分
は
軍
人
、
記
者
、
調
査
員
、
教

育
者
ま
た
学
者
な
ど
様
々
で
あ
り
、
展
開
し
て
い
た
活
動
も
多
様
で
あ
っ
た
。
彼
ら
に
よ
る
数
多
く
の
中
国
関
係
の
通
信
や
投
稿
は
中

央
の
『
民
間
伝
承
』『
旅
と
伝
説
』
か
ら
地
方
の
『
ひ
だ
び
と
』
な
ど
に
至
る
有
力
民
俗
誌
に
載
せ
ら
れ
、
誌
面
を
に
ぎ
わ
し
た
。
さ

ら
に
戦
争
が
終
結
す
る
直
前
に
「
柳
田
国
男
先
生
古
稀
記
念
会
」
の
国
外
大
会
の
よ
う
な
、
日
本
民
俗
学
が
中
国
を
中
心
と
し
た
東
ア

ジ
ア
地
域
に
組
織
的
に
関
わ
ろ
う
と
し
た
計
画
及
び
実
践
も
あ
っ
た（

31
）。
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■
帝
国
日
本
と
「
一
国
民
俗
学
」

従
来
、
日
本
民
俗
学
に
関
し
て
は
「
一
国
民
俗
学
」、
つ
ま
り
日
本
の
た
め
の
、
日
本
人
に
よ
る
、
日
本
に
限
っ
て
の
研
究
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
外
部
か
ら
の
一
般
的
な
解
説
も
、
民
俗
学
者
に
よ
る
学
史
の
整
理
も
、
柳
田
の
思
想
と
し
て
の
「
一
国
民
俗
学
」

の
揺
ら
ぎ
に
言
及
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
日
本
民
俗
学
に
対
し
て
確
立
か
ら
戦
前
、
戦
後
を
通
じ
て
「
一
国
民
俗
学
」
の
連
続
と
い

う
よ
う
な
印
象
を
共
有
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
中
国
と
の
関
連
で
展
開
さ
れ
た
日
本
民
俗
学
者
の
活
動
は
、
単
な
る
「
一
国
民
俗
学
」
か
ら
の
一
時
の
逸
脱
と
し
て
処
理
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
個
人
と
い
う
レ
ベ
ル
に
留
ま
ら
ず
、
当
時
の
日
本
民
俗
学
の
一
部
で
あ
り
、
そ
し
て
互
い
に

無
関
係
な
存
在
で
は
な
く
、
日
本
民
俗
学
と
内
地
以
外
の
地
域
と
の
関
わ
り
と
い
う
大
き
な
文
脈
を
共
有
し
て
い
る
。
そ
の
活
動
は
、

柳
田
を
中
心
と
し
た
日
本
民
俗
学
と
の
密
接
な
関
係
を
通
し
て
、
日
本
民
俗
学
の
理
論
及
び
組
織
の
両
面
に
確
実
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
た
。

戦
時
下
に
お
け
る
日
本
の
民
族
学
者
の
活
動
を
民
族
学
史
に
位
置
づ
け
る
べ
く
、
精
力
的
に
追
究
し
て
い
る（

32
）中
生
勝
美
は
「
植

民
地
と
戦
争
の
影
に
隠
さ
れ
た
日
本
の
民
族
学
史
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
は
、『
告
発
』
で
も
な
け
れ
ば
、『
弁
明
』
で
も
な
い
、
歴
史

的
事
実
の
発
掘
と
そ
の
『
記
憶
』
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」（

33
）と
主
張
し
て
い
る
。「
一
国
民
俗
学
」
と
い
う
性
格
が
強
か
っ

た
日
本
民
俗
学
に
お
い
て
、
植
民
地
と
戦
争
の
影
に
隠
さ
れ
た
学
史
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
は
、
歴
史
的
事
実
の
発
掘
と
「
記
憶
」
に

留
ま
ら
ず
、
当
時
の
日
本
民
俗
学
の
国
内
活
動
だ
け
で
は
把
握
で
き
な
い
「
一
国
民
俗
学
」
と
帝
国
日
本
と
の
関
係
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
る
こ
と
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

本
論
は
以
上
の
こ
と
を
念
頭
に
お
き
、
中
国
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
実
証
的
な
研
究
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
理
論

及
び
実
践
に
お
け
る
初
期
日
本
民
俗
学
と
帝
国
日
本
に
お
け
る
内
地
以
外
の
地
域
と
の
関
わ
り
の
実
態
、
及
び
そ
の
性
格
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。
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■
資
料
と
用
語

本
論
が
利
用
す
る
主
た
る
資
料
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①　
『
柳
田
国
男
全
集
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
七
年
〜
、
続
刊
中
。
全
三
十
六
巻
・
別
巻
二
巻
が
予
定
、
以
下
『
全
集
』
と
記
す
）
を
中
心

と
し
た
柳
田
の
テ
キ
ス
ト
。
柳
田
国
男
の
著
作
集
と
し
て
代
表
的
な
も
の
は
今
ま
で
一
九
六
二
〜
一
九
七
一
年
に
刊
行
さ
れ
た

『
定
本
柳
田
国
男
集
』（
全
三
十
一
巻
・
別
巻
五
、
以
下
『
定
本
』
と
記
す
）
で
あ
っ
た（

34
）。
し
か
し
、『
定
本
』
は
著
者
の
書
き
入

れ
本
を
底
本
に
し
て
お
り
、
柳
田
の
意
思
に
よ
っ
て
、
本
人
名
義
で
発
表
出
版
さ
れ
た
も
の
で
も
筆
記
整
理
な
ど
の
一
部
が
除
外

さ
れ
て
い
る
。
刊
行
中
の
『
全
集
』
は
、
初
版
本
を
ベ
ー
ス
と
し
て
柳
田
国
男
が
関
係
す
る
文
字
資
料
を
網
羅
的
に
集
め
時
系
列

に
収
録
し
、
巻
末
に
最
新
の
研
究
成
果
を
取
り
入
れ
た
詳
細
な
書
誌
的
情
報
が
付
さ
れ
て
お
り
、
民
俗
学
史
研
究
の
基
本
資
料
と

し
て
も
価
値
が
高
い
労
作
で
あ
る
。
本
論
は
柳
田
国
男
の
テ
キ
ス
ト
に
関
し
て
こ
の
『
全
集
』
に
依
拠
し
て
い
る
。

②　

成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
蔵
「
柳
田
文
庫
」
と
「
橋
浦
泰
雄
関
係
文
書
」（
以
下
、「
橋
浦
文
書
」
と
記
す
）。「
柳
田
文
庫
」
は

柳
田
国
男
の
寄
贈
に
よ
っ
て
農
政
学
、
方
言
関
係
以
外
の
柳
田
蔵
書
、
雑
誌
数
万
冊
を
保
管
し
て
い
る
。
一
部
の
蔵
書
に
見
ら
れ

る
柳
田
の
直
筆
注
記
に
よ
っ
て
業
績
の
背
後
に
あ
っ
た
柳
田
の
民
俗
学
研
究
法
の
特
徴
や
形
成
過
程
、
当
時
の
関
心
や
評
価
な
ど

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
所
蔵
す
る
戦
前
の
国
内
外
の
人
類
学
・
民
俗
学
関
係
の
著
書
、
雑
誌
、
調
査
記
録
な
ど
は

学
史
研
究
に
重
要
な
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。
一
方
、「
橋
浦
文
書
」
は
橋
浦
泰
雄
が
残
し
た
膨
大
な
個
人
資
料
の
中
か
ら
、
一

九
九
〇
年
代
に
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
に
移
管
さ
れ
た
民
俗
学
組
織
と
関
係
す
る
筆
記
、
書
簡
、
各
種
記
録
な
ど
に
よ
る
資
料

群
で
あ
る
。
一
九
二
五
年
か
ら
個
人
的
に
柳
田
に
師
事
し
、
日
本
民
俗
学
の
組
織
化
に
そ
の
初
期
か
ら
深
く
関
わ
り
、
戦
前
長
く

『
民
間
伝
承
』
の
編
集
長
を
務
め
て
い
た
と
い
う
経
歴
の
持
ち
主
だ
け
に
、
貴
重
な
一
次
資
料
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る（

35
）。

③　
『
民
間
伝
承
』『
旅
と
伝
説
』
を
中
心
と
す
る
中
央
、
地
方
の
民
俗
学
関
係
雑
誌
、
出
版
物
、
そ
し
て
初
期
民
俗
学
と
関
係
が
深

い
人
物
の
個
人
資
料
、
著
作
集
、
書
簡
、
そ
し
て
関
係
者
に
よ
る
戦
後
の
回
想
な
ど
。
こ
れ
ら
は
従
来
、
学
史
研
究
の
基
本
資
料

で
も
あ
り
、
本
書
で
は
そ
の
都
度
引
用
参
照
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
い
ち
い
ち
名
前
を
あ
げ
な
い
。
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④　

民
俗
学
専
門
で
な
い
雑
誌
や
新
聞
類
、
日
本
の
外
務
省
、
防
衛
省
な
ど
政
府
機
関
所
蔵
の
中
国
調
査
関
連
資
料
、
及
び
中
国
の

大
学
、
檔
案
館
所
蔵
の
関
連
資
料
な
ど
。
日
本
民
俗
学
と
民
俗
学
者
を
と
り
ま
く
環
境
や
そ
の
活
動
を
全
面
的
に
理
解
す
る
た
め

に
、
こ
れ
ら
の
資
料
も
で
き
る
限
り
参
照
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
本
書
に
お
け
る
用
語
に
つ
い
て
断
っ
て
お
き
た
い
。

当
時
の
日
本
は
「
大
日
本
帝
国
」
で
あ
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
初
期
、
日
本
は
今
日
の
領
土
以
外
に
、
朝
鮮
、
台
湾
、
樺
太
の
よ
う

な
植
民
地
、
関
東
州
の
よ
う
な
租
借
地
、
南
洋
群
島
の
よ
う
な
委
任
統
治
地
、
南
満
洲
鉄
道
附
属
地
の
よ
う
な
一
部
統
治
地
区
、
蘇

州
、
杭
州
、
天
津
、
漢
口
、
重
慶
な
ど
の
専
管
租
界
、
上
海
の
よ
う
な
共
同
租
界
を
持
っ
て
い
た
。
後
の
「
満
洲
国
」
や
中
国
の
内
モ

ン
ゴ
ル
、
華
北
、
華
中
な
ど
に
お
け
る
臨
時
政
権
は
実
質
日
本
軍
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
帝
国
日
本
の
支
配
が
届
く
地
域
は
法
的
に
見
れ
ば
そ
の
性
格
は
様
々
で
あ
る
。
し
か
し
当
時
の
日
本
人
は
必
ず
し

も
こ
れ
ら
を
厳
密
的
に
区
別
は
し
て
い
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
日
本
列
島
が
「
内
地
」「
本
土
」、
或
い
は
「
国
内
」（

36
）、
そ
れ
以
外
の
植

民
地
、
支
配
地
な
ど
が
一
括
し
て
「
外
地
」、
或
い
は
「
海
外
」、「
国
外
」、「
内
地
以
外
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
本
論
で
は
こ
の
意
識

上
の
内
外
の
違
い
が
重
要
で
あ
り
、
文
献
の
引
用
を
除
き
、「
内
地
」、「
内
地
以
外
」
或
い
は
「
国
外
」「
国
内
」
と
表
現
す
る
。

一
九
三
〇
、
四
〇
年
代
で
は
正
し
く
は
「
中
華
民
国
」
で
あ
っ
た
が
、「
中
国
」
と
い
う
表
記
に
統
一
す
る
。
そ
の
空
間
的
範
囲
を

第
二
次
世
界
大
戦
終
了
時
の
領
土
と
す
る
。

本
書
で
は
固
有
名
詞
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
当
時
の
日
本
側
の
呼
称
を
使
用
す
る
。

勿
論
、
用
語
や
呼
称
に
は
強
い
政
治
性
が
含
ま
れ
て
お
り
、
当
時
の
日
本
側
の
呼
称
を
無
批
判
に
使
用
す
る
こ
と
は
そ
の
行
為
の
正

当
性
へ
の
黙
認
と
な
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
。「
満
洲
事
変
」
と
「
九
一
八
事
変
」、「
支
那
事
変
」
と
「
七
七
事
変
」
な
ど
戦
争

そ
の
も
の
に
対
す
る
呼
び
方
が
そ
う
で
あ
る
し
、
地
名
に
関
し
て
た
と
え
ば
「
北
京
」
は
、
一
九
二
八
年
六
月
に
国
民
政
府
に
よ
っ
て

「
北
平
」
と
改
称
さ
れ
、
一
九
四
九
年
九
月
ま
で
中
国
側
で
は
こ
の
呼
称
が
使
用
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
盧
溝
橋
事
変
後
の
一
九

三
七
年
十
月
、
日
本
軍
の
支
配
下
で
そ
の
名
前
が
「
北
京
」
と
改
め
ら
れ
、
一
九
四
五
年
ま
で
日
本
側
と
傀
儡
政
府
で
は
こ
の
呼
称
を
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使
っ
て
い
た
。「
新
京
」
と
「
長
春
」、「
奉
天
」
と
「
瀋
陽
」
な
ど
も
、
こ
れ
と
似
た
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
広
域
に
つ
い

て
、
た
と
え
ば
「
満
洲
」
と
「
東
三
省
」、「
蒙
疆
」
と
「
西
北
地
方
」、「
北
支
」
と
「
華
北
地
方
」、「
中
支
」
と
「
華
中
、
華
東
地

方
」、「
南
支
」
と
「
華
南
地
方
」
な
ど
、
日
中
間
で
は
呼
称
が
異
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
が
指
示
す
る
範
囲
に
も
ず
れ
が
あ
る
。

中
国
人
で
あ
る
筆
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
す
べ
て
中
国
側
の
呼
称
を
使
用
す
る
進
め
方
は
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
日
本
語
で
執
筆
し
た
本
書
は
ま
ず
日
本
人
を
読
者
と
し
て
想
定
し
て
い
る
。
中
国
側
の
固
有
名
詞
の
多
用
で
理
解
を
妨
げ
、
或
い

は
固
有
名
詞
に
つ
い
て
説
明
す
る
た
め
に
文
章
を
冗
長
に
し
て
し
ま
う
こ
と
は
避
け
た
い
。
そ
の
意
味
で
本
書
で
は
一
部
の
用
語
に
つ

い
て
あ
え
て
日
本
人
が
馴
染
み
や
す
い
も
の
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

２　

本
書
の
構
成

第
１
章
で
は
、
日
本
の
民
俗
学
の
確
立
過
程
と
初
期
の
活
動
を
辿
り
、
民
俗
学
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
中
国
関
係
記
事
を
整
理
す
る
。

前
者
に
関
し
て
、「
一
国
民
俗
学
」
の
論
理
の
創
出
、
木
曜
会
の
形
成
と
そ
の
意
味
、
民
間
伝
承
の
会
と
『
民
間
伝
承
』
に
現
れ
る

組
織
の
特
色
、
山
村
・
海
村
調
査
と
語
彙
集
の
編
集
に
み
る
民
俗
学
研
究
法
の
特
徴
な
ど
を
中
心
に
論
じ
る
。
後
者
に
関
し
て
、
主
と

し
て
『
旅
と
伝
説
』
と
『
民
間
伝
承
』
を
材
料
に
、
日
本
民
俗
学
に
お
け
る
「
中
国
の
不
在
」
を
論
じ
、
そ
れ
が
一
九
三
九
年
を
境
に

し
て
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
２
章
で
は
、
民
俗
学
者
太
田
陸
郎
（
一
八
九
六

〜

一
九
四
二
年
）
を
取
り
上
げ
る
。
太
田
は
ま
ず
兵
庫
県
下
で
郷
土
史
の
解
明
に

努
め
、
一
九
三
〇
年
代
半
ば
か
ら
日
本
民
俗
学
の
体
系
化
に
積
極
的
に
参
与
し
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
一
九
三
八
年
夏
、
彼
は

軍
人
と
し
て
中
国
に
赴
き
、
そ
の
後
軍
務
の
傍
ら
、
揚
子
江
中
流
域
の
民
俗
学
的
研
究
を
行
っ
た
が
、
一
九
四
二
年
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か

ら
の
帰
国
途
中
、
飛
行
機
の
事
故
で
亡
く
な
っ
た
。

本
章
で
は
太
田
の
日
本
及
び
揚
子
江
流
域
で
の
活
動
を
辿
り
、
彼
が
日
本
研
究
の
延
長
線
上
に
中
国
研
究
を
位
置
づ
け
、
そ
こ
に
強


